
                                

 

 

 

○東京大学名誉教授 小森陽一先生が来校されました 

 12月 13日（月）、東京大学名誉教授の小森陽一先生が 

来校し、１年２組で「羅生門」の授業を、放課後には図書委員と 

希望生徒を対象に座談会を行いました。座談会のテーマは、 

「自分と読書の関わり」です。 

小森先生がテーマについて質問し、生徒の発言に対してさらに 

小森先生からお話いただき、考えをみんなで深めていきました。 

また、「日本語で本を読むこと」についてもお話いただきました。 

座談会に参加した生徒が書いた感想を抜粋します。 
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・本が与える印象や、本を読むタイミング、何の本を読むかは人それぞれなんだと思いました。本を読んで癒

やしという人、面白いから読むという人、たくさんの発想に驚きました。私は小学校からマンガばっかり読ん

でいて、小説を読むことは少なかったです。でも今回受けてみて、小森先生が「本はいろいろな種類がある

でしょ？たとえばマンガとか」と言っていて、やっぱり本は小説だけじゃないんだと嬉しく思いました。 

 

・今日、小森先生の授業を受けて、「本を読むこと」について、自分の中で改めて考えることができました。ま

た、他の人の本との関わりについて聞ける機会は今までなかったので、すごく貴重な時間だったと思いま

す。それぞれ、人によって本を読む用途や考えが違うので、聞いていてとても面白かったです。伝記や哲学

書、小説、エッセイ、様々な本があるので、これからもっとたくさんのジャンルの本と触れ合っていきたいと思

いました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

小森先生はみんなに質問して、否定したり、自分の考えを押しつけたりするのではなく、

質問して自分の考えに新しく知識を足していくような姿で、優しい人なんだなと思いました。 

 

他の人たちの本との関係を聞いて、人によって全然違うし、推理小説を読んでいる人が

たくさんいて驚きました。 

今日の講演を聞いてみんないろいろな本を読んでいるんだなと思いました。自分 

はそこまで本を読まないので、みんな読んでいたことにびっくりしました。 

 



○いろいろな視点から考えて見よう～食品ロス～ 

食品ロス＝売れ残りや食べ残し、期限切れ食品など、 

本来は食べることができたはずの食品が廃棄されること。 

日本では、１日で１人あたりおにぎり１個分がロスしている！！ 

SDGｓとも関係が深い食品ロスについて、学校の勉強とはどのよ 

うなつながりがあるでしょうか。図書室前に一例が展示してあります。 

自分の選択している授業とのつながりも考えてみよう！ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○冬休み中の本の貸し出しについて 

 普段の貸し出しは１人５冊までですが、長期休業中は１人１０冊まで貸し出しできます。 

 この機会に、是非たくさん本を読んでみてください！ 

 

『捨てられる食べものたち』 

旬報社／井出留美著 

この本に詳しく載っています 

 

 


